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～出会いを大切にした飛躍する年に～
全国化学労働組合総連合　会長　瓜生		泰則

2023年が加盟組織の皆さまにとって幸多き年となりますよ
うお祈り申し上げます。

3年ぶりに行動制限のない年末年始となり、ご家族・ご友
人とふるさとや行楽地などで過ごされ、久しぶりの再会や出
会いに喜びを感じた方、楽しい時間を満喫された方、ゆっく
り心身共にリフレッシュされた方、皆さまも新たな気持ちで
2023年を迎え、早いもので1ヵ月が過ぎようとしています。コ
ロナ禍は続いていますが、年末年始の人の行動から活気と賑
わい溢れる風景が戻りつつあることを実感し、この明るい兆
しからも新しい一歩を踏み出し、健康で活き活きと働くこと
ができる良い年になることを切に願っています。

昨年は、ご存じのように激動の一年でした。ロシアによる
ウクライナ侵攻は、コロナから回復しつつあった世界経済を
混乱させ、世界秩序を揺るがす衝撃的な出来事です。この侵
攻によるサプライチェーンの分断によって、エネルギーだけ
ではなく、穀物などの価格高騰を生み、世界的なインフレが
急加速し、私たちの食生活にも影響を及ぼしています。また、
米国では、そのインフレの抑制を目的とした段階的な金利の
引き上げが、金融・為替市場に影響を与え、更なる景気減速
が懸念されています。一方、世界経済を牽引してきた中国に
おいても、ゼロコロナ政策の緩和による感染再拡大などによ
り、経済活動が停滞しており、世界経済に影響のある米中の
経済は、減速傾向にあることから日本国内への影響もありま
した。加えて、急激なエネルギー供給バランスの変化は、世
界的規模に拡大しつつあったカーボンニュートラルの進行を
後退させている見方もあります。こうした厳しい社会環境と
経済環境でしたが、その中でも勇気と希望を与えてくれたの
がサッカーワールドカップの日本代表の活躍です。強豪に勝
つ世界で通用する強さ、そして最後まで諦めない姿勢、選手・
サポーターの感謝の精神からのスタジアムの清掃行動は世界
からも称賛を受けたことに対して誇りを感じ、多くの人が共
感し、一人ひとりが勇気づけられたと思います。

次に化学総連の活動では、昨年9月に新体制となり私自身
も会長を拝命し大きな変化があった年でした。副会長を中心
とした活動方針検討委員会で検討を重ね発足した4委員会体
制がスタートしました。その中でも特徴的なのは今年度より
発足した政策局との連動で委員会活動が活性化しています。
環境安全・エネルギー政策・多様な働き方のそれぞれの委員
会では政策局から得た情報を学び、共有しながら活動に展開
し、新たに設置した地連活動強化委員会は化学総連活動の根
幹であることから委員会・事務局からのサポートと横の繋が

りを強化しているところです。
また、化学総連の集まりもコロナ禍の出張制限等により対

面での開催が難しい時期もありましたが、少しずつ制約が緩
和することでWEB中心から感染防止対策を講じながら対面と
WEBのハイブリッド、そして2年半ぶりに全員対面の会議が
できるようになり、対面ならではの良さを発揮して議論や交
流が出来てきました。

組織面では、昨年ENEOSマテリアル労働組合の加盟があ
りました。JSR株式会社のエラストマー事業の事業分割によ
る新社の労働組合であり、JSR労働組合出身の方が多く化学
総連に馴染みがあります。化学総連を選んでいただいたこと
に感謝申し上げます。

2023年の活動は、コロナ禍で広がらなかった出会いを大切
にした活動を展開してまいりたいと考えています。組合役員
は任期がありますので、3年が経過するコロナ禍の間で退任
された役員も少なくなく単組間や、特に地連活動では役員同
士の繋がりや、これまで培ってきた関係性が少し途絶えたよ
うにも思えます。これは役員育成にも影響を及ぼすことや新
役員は特に難しさ、やりにくさを感じていると思います。閉
塞感ある組合役員の活動は組織にも組合員にも影響すると考
えます。今年は私自身も化学総連内外での出会いを大切にし
たいと考えますので、ぜひ皆さまも一歩踏み出して出会いを
大切にして良き交流をお願いします。

また産業政策では、持続可能な社会を実現するためにカ
ーボンニュートラルが課題となります。私たちの化学産業は
CO2 多排出産業ではありますが、カーボンニュートラルを実
現しつつ、便利で豊かな生活に必要不可欠な素材や製品を供
給し続けながら、化学産業で働く誇りを持ち続けイノベーシ
ョンを起こせるよう、国民と労働者の立場で政策提言に努め
てまいります。その一方で、スケールの大きな産業政策だけ
でなく、各地域での小さな問題解決の積み重ねが日本の生活
の豊かさに繋がります。地連を含めた組合員皆さんは地域貢
献に置き換え、身近な問題、地域問題を化学総連の集まりや
個人の力で取り組んでいただければ幸いです。

今年の干支は「癸卯（みずのとう）」であり、これまでの努力
が実を結び、勢いよく成長し飛躍するような年になると言わ
れています。化学総連が皆さまの身近な存在であるためにも
うさぎの特徴である大きな耳で様々な意見を聞きながら、共
に行動に移し、成長していくためにも化学総連加盟組織の皆
さまのご協力とご支援を賜りますよう、本年もどうぞよろし
くお願いいたします。



【日本化学工業協会との情報交換会】

【2023年度 第1回全国地連代表者会議】

日本化学工業協会（以下、日化協）と定期的に化学産
業の状況や動向、国に対する政策要望等の情報交換を
行っており、今回は2023年度の化学総連新体制となっ
て初めての情報交換会を実施しました。

日化協からは、化学産業の状況として主に「主要化
学製品出荷指数」、「需要産業生産指数」、「主要化学企
業四半期売上指数」について説明いただき、世界的な
エネルギー価格高騰が続くなか、今後の化学産業の動
向について意見交換を行いました。

また、2023年度税制改正要望について、重要項目と
して「研究開発等イノベーション促進のための税制の
拡充」、「設備投資を促進する税制の整備」、「国際課税
に関わる税制の整備」、「地球温暖化対策税の成長に資
する施策全般の中での見直し」、「石油化学製品製造用
原料に対する揮発油税・石油石炭税の本則非課税化」を
挙げ説明いただき、その後意見交換を行いました。

年度始めの開催により、今年度より新
任の地連代表者向けに説明会を実施しま
した。冒頭はアイスブレークとして顔合
わせ（自己紹介）を行ったあと、森事務局
長より、地方連絡会議の進め方について
説明しました。その後、すべての地連代
表者に対して、2022年度会計監査結果、
運営規程の改正、交流会等の補助金額及
び申請書類、ユニオンディスクの活用に
ついて周知を行いました。

その他、地連活動の情報共有として、
地連活動強化委員会や化学総連幹事メン
バーも加わり、各地連の抱える課題や新
たな仕組みの構築などを含めて活発な議
論が行われました。

回答される長瀬部長

質問する瓜生会長

回答される海野部長

会議の様子

閉会挨拶する松村委員長

会議の様子③

会議の様子①

会議の様子④

会議の様子②

挨拶する地連活動強化委員会メンバー
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日　　時　2022年10月26日（水）
場　　所　日本化学工業協会　会議室（茅場町）
参加人数　日本化学工業協会　深尾常務理事、
海野部長、長瀬部長、黛職員　化学総連　瓜生会長、
峯岸会長代理、河村副会長、山本副会長、森事務局長、
下田政策局長、安福事務局次長

日　　時　2022年11月2日（水）
場　　所　TKPガーデンシティ京都

タワーホテル　6階　ナポリ＆ミラノ
参加人数　26名

化学総連活動報告



【第７回対馬海岸清掃ボランティア】

【第102回調査担当者会議】

2019年6月に訪問してから7回
目となる対馬海岸清掃ボランテ
ィアを実施しました。今回も一
般社団法人対馬CAPPAの協力
を得て状況確認と清掃活動を行
いました。清掃前に上野代表理
事より、海洋プラスチックの現
状について説明をいただいた後、

大熊副会長より挨拶をいただいた後、秋季労
使交渉に関する情報交換およびディスカッショ
ンを行いました。事例報告では「統合新会社にお
ける人事制度について～現行制度からの変化点
～」を昭和電工ユニオンの小林氏に報告をいただ
きました。新会社における人事施策のポイント
として、経営理念のバリューに貢献する行動を
評価・推奨され、優秀層を育成・エンゲージして
成長の加速を目指すことを説明いただきました。

施設見学は、日本最大の地熱発電所である八
丁原地熱発電所の施設見学を行った後、山林未
利用材による木質バイオマス発電を行う天瀬発
電所の施設見学を行いました。2050年カーボン
ニュートラルの達成に向けて、CO2排出量がほ
ぼゼロのクリーンな再生可能エネルギーでの安
定的な発電方法について学びました。

バイオマス発電施設の見学地熱発電施設の見学

地熱発電に関する説明会 バイオマス発電に関する説明会開会挨拶をする大熊副会長

会議の様子

事例報告する小林氏

熱心に説明を受ける参加者対馬CAPPA上野代表理事
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日　　時 　2022年11月8日（火）～9日（水）
施設見学 　	八丁原地熱発電所、天瀬発電

所、九重夢大吊橋
場　　所 　リゾーピア別府
参加人数 　24名



【2023年度 第1回書記長・事務局長会議】

峯岸会長代理より挨拶をいただいた後、信
州大学人文学部教授の菊池聡氏より「クリテ
ィカル・シンキング」と題して講演をいただ
きました。講演では「人は思い込みの世界に
生きており、事実を事実として捉えず偏った
捉え方をする。これは各個人の体験や知識に
よって考え方が歪められ、認知バイアスが掛
かっている。」と述べられておりました。これ
に対応するには、自分が認知していることを
客観的に把握しコントロールすることで、思
い込みや感情に左右されないことが重要であ
ることを教えていただきました。

施設見学は、端島（軍艦島）を訪問しまし
た。軍艦島デジタルミュージアムでは軍艦島
の歴史を学び、石炭出炭量の増加に比例する
ように島は急成長を遂げ、国のエネルギー政
策の方向転換のあおりを受けて閉山しました
が、現代のカーボンニュートラルの課題にも
類似しており示唆に富む視察となりました。

端島（軍艦島）での集合写真

グループワークの様子①

講演を行う菊池教授

グループワークの様子②

質問する丸善石油化学
労組の早川書記長

開会挨拶をする
峯岸会長代理

清掃活動を実施しました。今回
の海岸清掃では、廃プラスチッ
クを中心に回収を行いました。
廃プラスチックの中にはアナゴ
漁のしかけのように漁具も漂着
ゴミとして流れ着きます。こう
いった漁具は、最初にかかった
魚が、しかけから出ることがで
きずにそのまま死んで、その死
骸を次の魚が食べに来てまた出
られなくなり死んでしまうとい
う深刻な連鎖（ゴーストフィッ
シング）も生み出します。プラス
チック製の漁具は自然界では分
解されにくく、長期間にわたっ
て漁業資源を失い続けることに
もつながるため、改めて海洋プ
ラスチック問題の深刻さを痛感
しました。

清掃活動の様子

集合写真　沢山のごみを拾いました

海岸の視察

ゴミの仕分けの様子
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日　　時 　2022年11月17日（木）～18日（金）
場　　所 　	平安閣サンプリエール
施設見学 　端島（軍艦島）
参加人数 　21名

日　　時　2022年11月13日（日）～14日（月）
場　　所　対馬市浅茅湾、厳原町上槻海岸
参加人数　20名



【第47回支部役員研修会】

瓜生会長より開会挨拶をいただ
いた後、基調講演として下田政策
局長より「化学総連の概要」と「人へ
の投資」について講演いただき、参
加者の皆さんに化学総連に対する
理解を深めていただきました。

研 修 会 で は、 昨 年 度 と 同 じ く
j.union（株）野村氏に講演いただき
オンライン会議が増加している中、
オンライン会議の進め方を学びま
した。また、心理的安全性に関す
る研修も行い、心理的安全性を高
める声かけレッスンや情報の質を
高めたグッドサイクルの回し方を、
各グループに分かれて行っていた
だきました。

会議全体の様子

j.union（株）野村氏

グループワークの様子②

グループワークの様子①

グループワークの様子③
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日　　時 　2022年11月24日（木）　 開催方式 　	Web（Zoom）　参加人数 　151名
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☆ 個々人の幸福度を見える化し、幸せについての理解を深め、よりWell-Being（幸せ）な日々を送るために何ができ
るかを考えるきっかけを提供することで、化学総連として幸せな気持ちで働くことの価値を一人ひとりに対してお
伝えする。
☆ Well-Beingに対する感受性が高まることで、より個々人の幸せに直結するアイデアが組合員から集まるようにな
り、職場環境づくりに活かされる。
☆ 診断結果の集団解析により、化学総連全体の傾向や各設問の相関、各単組の特徴を把握し、化学総連全体でWell-
Beingな集団の形成につなげる。

☆ 多種多様な幸せとして地位財、非地位財そして非地位財を構成する大切な要素である、幸せな心＝４つの因子（やっ
てみよう、ありがとう、なんとかなる、ありのままに）を見える化した診断結果が、Well-Being Circleとして表さ
れます。

☆ 診断結果から、幸せを支える要素「幸せの
かたち」を知ることができます。

☆ 診断結果を個々人で振り返ることができ
ます。

幸福度診断で実現したいこと

幸福度診断　Well-Being Circleについて

多種多様な幸せ 幸福度診断
Well-Being Circle

見える化

◎自分の診断結果からできること

自分の診断結果を見る

幸福度診断Well-Being Circle
実施報告

　化学総連加盟単組および関連企業労組にて
2022年2月から5月にかけて第1回幸福度診断
を実施し、19単組より26,788名から回答を
得られました。本アンケートにご協力いただ
きましたこと、この場を借りて改めてお礼申
し上げます。誠にありがとうございました。

第１回



回答率：６２．１％（２６，７８８名／４３，１２１名）

図１　一般平均と化学総連の比較

表1　項目一覧（スコア順）
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化学総連全体の結果

幸福度診断Well-Being Circle実施報告

（26,788名）



表２　項目一覧（相関が高い順）

結果まとめ

☆全体としては、一般平均より少し伸びしろのある幸福度でした。（－2.88pt）
☆ 特にスコアの高い項目は、地位財全般（収入・財産など）、信頼関係のある地域、フレンドリー力、ビジョ

ンを描く力、情緒安定力などでした。
☆ 伸びしろの大きい項目は、エネルギッシュ力、コミュニケーション力、ポジティブ感情、成長意欲、強み力、

職場オススメ度などでした。
☆ 幸せを維持するポイントとして、勤続年数とともに幸福度が低下している傾向があります。その低下は、

１，３，１０年目に発生しており、１年目は安心安全な風土が低下し、３年目ではつながりや感謝が低下、
１０年目では成長意欲ややる気が低下していることがわかりました。このようにキャリアとともに変化
していく幸福度をご認識されることでご自身の幸せの継続に繋がると考えます。

☆ 化学総連における幸せの４大要素は①ポジティブ感情②自己肯定感③実績／社会的地位④感謝力の４つ
であることがわかりました。

1
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2

3

4

最後に

幸福度診断は個々人の幸せの現状を知るために実施しており、スコアが低かったからといって悲観するこ
とはありません。幸せについて考えるだけでも、幸福度は向上します。健康診断を通じて健康に気をつける
のと同じように、今回の幸福度診断を機に定期的にご自身の状態を把握いただき、個々の幸せにも気をつけ、
皆で幸せな職場環境を実現していきましょう。

※ 参考：メールアドレスやアカウントで診断し、登録された方は定期的な診断が可能となります。また登録されていない方
も下記のＵＲＬ、ＱＲコードからも登録可能ですので、ぜひ定期的に診断をよろしくお願いします。
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幸福度診断Well-Being Circle実施報告



スコアについても、1pt：変化あり、3pt：大きく変化あり、5pt：別人のように変化、とご自身の変化も今後
のご参考にしていただければ幸いです。

①年齢
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https://wel l -being-c i rc le .com/

幸福度診断サイト

【幸福度診断（QRコード）】



②勤続年数

③性別
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幸福度診断Well-Being Circle実施報告



④勤務形態 ⑤職種

⑥業務
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⑦配偶者の有無	 ⑧配偶者の勤務実態

⑨扶養家族（子供）の有無	 ⑩介護への関わり
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⑪所定外労働時間（月）
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⑫有休取得（年）
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環境安全委員会 エネルギー政策委員会

多様な働き方検討委員会 地連活動強化委員会

役員銓衡委員会

化学総連　委員会メンバー紹介

環境安全委員会
委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員

山本　寿一
大場　豊基
村田　隼一
佐内　則吉

デンカ労働組合
丸善石油化学労働組合
カネカ労働組合
日本ゼオン労働組合

中央執行委員長
中央執行委員長
中央執行委員長
中央執行委員長

エネルギー政策委員会
委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員

河村　和典
加藤　啓悟
稲垣　達弥
森吉　康博

UBE労働組合
三井化学労働組合
DIC労働組合
日本板硝子労働組合

委員長
中央執行委員長
中央執行委員長
中央執行委員長

多様な働き方検討委員会
委 員 長
副 委 員 長
委 員
委 員

藤村　渉史
松岡　秀樹
木村　崇志
藤田　将士

三洋化成工業労働組合
JSR労働組合
日信化学労働組合
ダイセル労働組合

中央執行委員長
中央執行委員長
執行委員長
中央執行委員長

地連活動強化委員会
委 員 長
副 委 員 長
委 員

村松　　厚
松村　英司
伊澤　寿和

昭和電工ユニオン
JNC労働組合
住友ベークライト労働組合

中央執行委員長
中央執行委員長
中央執行委員長

役員銓衡委員会
委 員 長
副 委 員 長
委 員

大熊　隆史
峯岸　　一
森　　善弘

積水化学労働組合
信越化学労働組合
三井化学労働組合

中央執行委員長
中央執行委員長
特別中央執行委員
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　2023年度より、地連活動強化委員会を加え、５つの委員会を構成することになりましたので、各委員会の
メンバーをご紹介いたします。加盟単組はもちろん業界団体、行政、各議員と連携しながら内外で化学総連
の評価・評判を高め、真にプロフェッショナルな、選ばれ続ける産別組織を目指し活動してまいります。
　みなさんの変わらぬご支援およびご協力を引き続きよろしくお願いいたします。


